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ク ラス 集団の コ ン ピ ュ
ー タ活 動 に お け る子 ども

　　同 士お よ び 保育者 との イ ン タ ラク シ ョ ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上涼

　　　　　　　　　　　　　　　　 （江戸川学園）

　保育の現場に コ ン ピュ
ータが導入 され始め，園児

用の コ ン ピュ
ータを設置 してい る園も増えて きた。

幼児に コ ン ピ ュ
ー

タを与えるとそれ に没頭 して し

まっ て ， 子 どもの社会性の 発達に望ましくない の で

はな い か とい う意見をよく聞くが， 実際には コ ン ピ

ュ
ー

タを介して子 どもたちは さまざまなイ ン タラ

クシ ョ ン を取っ て い る。 その こ とは幼児同土による

楽しさの 共有や交代の 場面，また親子 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の場面，保育者とのや りとりの場面などい

くつ かの 実践か ら観察が報告されて い る。しか し，

クラ ス 全員が一緒に参加す る大集団場面での 子 ど

も同士，子 どもと保育者とのや りとりの観察報告は

まだ少ない。こ の よ うな場面で は，小人数の 場合 と

は違っ たイ ン タラクシ ョ ン が考え られる。たとえば，

絵本を読むときにも2，3人の 小人数で絵本を囲む場

面と，保育者が絵本を読むの をクラス全員で聞く場

面とで は子 ども同士 の相互作用が違っ て くる。本研

究では，クラス とい う大集団で の コ ン ピ ュ
ー

タ活動

場面の 行動観察か ら子 どもたちの 間で 感情の 共有

や ， 皆で問題解決を行 っ た とい う連帯感や一体感が

生まれる こ とを見出 した。

【目的1クラス 集団の コ ン ピュ
ー

タ活動場面で の 子

ども同士及び保育者とのイ ン タラクシ ョ ン を参加

観察か ら明 らかにする。

【観察対象】東京都内私立 1 幼稚園　年長児 33 名

（平均年齢 5歳 4 ケ 月），保育者 1名
【観察期間】2002年 5月〜7H

【使用 ソ フ ト】ボムダビ ワ
ー

ル ドなかには い っ て い

るもの な
一

んだ ？（メディ ア フ ァ ク トリ
ー
発行）

【機器の 設定】ノ
ー

ト型パ ソコ ン をプ ロ ジ ェ クタ
ー

に っ ない で 大型 ス ク リ
ー

ン に 画面映像 を映 し出 し
，

音声は ラジオカセ ッ トに接続する こ とで音量を大

きくした（こ の 方法は 工幼稚園園長の 発案で ある〉。

【活動方法】マ ウス の操作は保育者 1名が行 う。子

どもたちはス クリーン の前に座 り，ソ フ トの中で問

題が出されると口々 に自分の 回答を言 うが，他の 子

の意見を聞い てい たり，保育者の言葉がけによっ て

回答が集約されてくる。
マ ウス を操作する保育者は ，

こ の 回答を聞 い て答えをク リッ クする。

【観察方法】活動の様子を ビ デオ カ メ ラで の撮影と

フ ィ
ール ドノ

ー トで記録 した、

【観察結果】記録を書き起こし，事例を抽出した。

こ こ で 2 事例 を紹介す る。
事例 工

保育者 「これ，あのね。
パ ン を買い に来る人が い る

の e ちゃん と聞い て い て。 」 「は
一

い ！」と皆で声を

そろえて 言う。ソ フ トの ア ナ ウン ス が 「こ んにちは。
サ ン ドウィ ッ チをください 。ハ ン バ ーグと レ タス と

マ ス ター ドと トマ トを入れ て ください 。亅 と入 る。

保育者 「覚えた？何て言っ た？J 子どもたちが 口 々

に 「ハ ン バ ーグ ！」保育者 「ハ ン バ ーグ。どれ，こ

れ。（とマ ウス で ハ ンバ ーグの ア イ コ ン をク リッ ク

する）あとは ？」 子どもたちの数人が 「レ タス ！」

と言 う。保育者 「レ タ ス。これ。（とマ ウス で レ タ

ス をクリソ クする）あ とは ？」 子 どもたちは考え込

んで い る。
一

人の子が 「分か っ た ！チ
ー

ズ ！」保育

者 厂（チーズ をク リッ クする）マ ス ター ドっ て言わな

か っ た？ （と助け舟を出して マ ス ター ドをク リッ ク

する）」すると ソ フ トの ア ナ ウン ス が 厂頼ん だもの

と違い ます。 」と入 る。 子 どもた ち
一
斉に 「あ一

あ ！」

一 保育者 「じゃ あ，もう一回

や っ て み よ うか。よく聞い て ね et ソ フ トの ア ナ ウ

ン ス がもう
一
度流れ る。「こんにちは 。 サ ン ドウィ

ッ チを下さい 。ハ ン バ ーグと レ タス とマ ス タ
ー

ドと

トマ トを入れて ください。」すか さず子 どもた ち「あ

っ ！トマ トだ ！」 「トマ ト！トマ ト！」 と口々 に言

う。 保育者 「ハ ン バ ーグ，あとは ？」子 どもたち 「レ

タス ！1 保育者 「あとは ？」子 どもたち 「マ ス タ
ー

ド ！j 「これ で できあが り。 」と保育者が 4つ をク リ

ッ クし終わると， ソフ トの ア ナ ウン ス が 「どうもあ

りが と う。 亅と流れる 。 一 ⊥⊥工あ
た り！　 と 口 々 に言い 合い ，自然に拍手が起 こ る

事例 2

保育者 「かたつ む りさん の 中で誰が
一

等賞で しょ う

か ？こ の ね赤とオ レ ン ジと緑と黄色」 とマ ウス で 示

す。子 どもたちは 「赤 ！」 「緑 ！」 嘆 色 ！」 と口 々

にい うが次第に 「赤 ！」 「黄色 ！J が優勢になる。

保育者 「黄色や っ て みる瓶 」 とマ ウス で黄色の か

た つ む りを選 び，ス タ
ー

タ
ー

の 人を ク リッ ク して レ
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一tt
ス を始める。 保育者 「がんばれ 1がんばれ ！」 と

い う。レー
ス が終わ り黄色の かたつ む りが

一
等にな

る e ソ フ トの ア ナ ウン ス が 「よくや っ た ！ア レ ッ ク

ス ！よくや っ た瓶 がんばっ たねnl と入る。

　次 の レー
ス の 画 面になる と，子 どもたちは 「レ ッ

ド ！」 「レ ッ ド ！こ ん ど」 「緑 ！」 「緑 ！t と口 々 に

い う。保育者は赤の かた つ む りを選択する。保育者

「応援してあげて n がん ばれっ て。」 画面上で レ
ー

ス が始まる。 保育者 「がん ばれ ，
が んば瓶 あ

一か

がんばれ ！あ
一

かがんばれ ！あ
一

かがんばれ ！」子

ど もた ちも手 を叩きなが ら 「がん ばれ ！がん ば

れ ！」 とい う。 次第に顔を見合わせながら 「がんば

れ ！がんばれ ！」 と言い 合 うこ とをお互 い に楽 しむ

よ うにな り　最後はがんばれと合唱 して終わる

【考察】事例 ⊥の 最初の 下線部分の 「あ
一

あ ！1 と

い う落胆 の 声は，解決できなか っ たとい う落胆の 感

情を皆で 共有 して い る表れ とい えよ う。また最後に

皆で解決が で きた ときに，周囲の子 ども同士が顔を

見合わせ て喜んだ り，自然に拍手が子どもたち の 間

か ら起 こ っ た こ とは皆で協力 して解決 で きた こ と

に対す る達成感や連帯感の表れで ある と考え られ

る。大集団で コ ン ピ ュ
ータを利用 した活動をする場

合には小 人数の場合とは違 っ て，全員で達成感や連

帯感 ， 感動を分 か ち合 え る とい う利点が 効果的に働

く。今回は子 どもたちだけの 問に この ような効果が

表れただけでなく，マ ウ ス を操作して い る保育者 も

含めて表れたように思われた。子 どもたちに よっ て

は，最後に 問題が解決で きたときに マ ウス を操作す

る保育者の 方を見て手 を叩 い て い る T一どもが い た

こ とか ら保育者も こ の 問題 を
一緒に解決 した仲間

と見て い るとも考えられる。

　事例 2に お い て は最後に皆で 「がん ばれ 」 と画面

の 中の かたつ む りを応援する うちに 「がんばれ」と

皆で 声を合わせ て い うこ との お も しろ さに気づ い

て い る。こ の ような韻 で 声を合わせ て 応援するこ

とで、大集団の場合は 全員が
一1轗 を味わ うこ をが

で きると思われ る。

　 しか し，全員で達成感や連帯感，一．t体感 ， 感動を

分か ち合えるとい う利点が効果的に働 くため には

保育者 の 介入 が 必要 で ある。
こ の 活動が終了 した後

にマ ウス を操作 して い る保育者にイ ン タ ビ ュ
ー

を

した と こ ろ，内容の反芻や言葉がけなどを時折入れ

ない と子 どもたちが の ’
っ て こ ない と述べ て い た。特

に年齢の低 い 年中児になる とそ の傾向は顕著であ

る。絵本を読む ときにも保育者が言葉がけや内容を

繰 り返す こ とによっ て，絵本の 理解が 進む の と同 じ

よ うに，ソ フ トの 内容を把握するためには保育者
’
の

援助が必要で ある。こ の事例にお い て も，「これ ，

あの ね。
パ ンを買い に来る人が い るの n ちゃ ん と聞

い て い て 。 」 と問題 の 内容を簡田剳匕して言 うこ とと，

最初に注意を促 して い る。途中 「覚えた ？何て言 っ

た ？」 と問題 へ の解決の道筋を示すなどの援助を入

れて い る。事例 2 におい て も最初に問題を保育者が

言語化 して 「か た つ む りさん の 中で誰が 一等賞で し

ょ うか ？」と導入 し，また途中では 「がんばれ ！が

んばれ ！」 とい う言葉がけ で 全員の 参加を呼び か け

て い る 。 結果的に この 呼びかけによっ て 「がんばれ 亅

とい う言葉 の リズ ム を皆で楽 しむ こ とが で きた。

　 ソ フ トの ア ナ ウン ス は子 どもたちに とっ て ， 速度

が速く内容を把握す るの が難 しい
。 この こ とは，絵

本をビデ オ化 した ビ デオ ライブ ラ リ
ー

に お い て も

指摘され てい る 。
ビデオの アナ ウン サ

ー
に よる語 り

は，速度が速く，ときに効果音にばか り注意が い っ

て しま い 内容の 全体的な把握に 至 らない 場合もあ

る。 それだけに保育者の 援助は内容把握 の 鍵を握 っ

て い るともい えよう。

　最後に，集団場面 とい っ て もい ろ い ろな形態が あ

り，それぞれ の 形態に適 した ソ フ トの 内容の検討や

保育者の 援助の 方法があ る と思われ る。た とえば，

2，3 人とい う小人数に合っ て い る ソ フ ト内容もある

であろ うし，今回 の ように数十人とい う大人数に合

っ て い る ソ フ ト内容もあるで あろう。
ソ フ ト内容に

よ っ て保育者 の 関わ り方 も違 っ て くる こ とが考え

られるが，小人数と大人数で も関わ り方が違っ て く

るで あろ う，、

　今回の観察は予備研究的な位置付けであ り，大集

団を詳細 に とらえ る ため の 組織的な観察が今後 の

課題である 。

【付録】事例 1，2 を理解する上で ソ フ トの 内容 の 説

明が必要で ある と思われ るの で ，
こ こ で 説明す る、，

事例 1の ソ フ ト内容 ：サ ン ドウィ ッ チ屋 さんに い ろ

い ろな人が買い に来て ，そ の ときになか に は さむも

の （トマ トやマ ス ター ドや レ タス など）を指示する。

そ の 指示 どお りの もの の ア イ コ ン を選べ るか どう

か とい う内容で ある。

事例 2 の ソフ ト内容 ：かた つ む りの 競争を予測す る

とい う内容で ある。最初に 4 つ の かたつ む り （ア レ

ッ ク ス など〉の 中σ）誰が
一

等賞になるか を予測する，，

予 測の後に ピ ス トル を持 っ た ス
ー

タ
ー

ダ
ー

の 人を

ク リ ッ クするとレ
ー

ス が開始する。
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